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はじめに

石畳の歩道に緑が美しく散りばめられたら、ヒートア

イランドをつくるアスファルトよりどんなに心なごむであ

ろうか。通勤に慌ただしい都会のコンクリートやアスフ

アルト歩道lこ「生きた緑』が共存していればいいと思う

のは我々だけであろうか。ツンドラやカムチャッカ山地

の悶査のとき(Satoら， 1999; 2000)、足元に敷き詰め

られた寒地植物を踏みしめつつ、天国を空想した。道

端の小さな植物群落も良〈見ると、いくつもの小さな植

物が寄り添って遣えている。日本で放置された空き地

に無造作に雑草が大きく茂ることとは正反対に、石垣

や歩道のわずかな隙聞に生える小型植物(コケやツメ

クサ)の可憐さは心なごませるものがある。積極的に

隙聞をつくってこれら小型植物とともに歩道を彩れな

いだろうか?これがこのプロジェクトの出発点である。

小型の器に植物を植えると植物が小型になる(樹木

の実験)ことが傍柾で得られている。またブロックを敷

き詰めた歩道(理学部)のブロックとブロックの隙間!こ、

小型のツメクサ(ナデシコ科)やウシノケグサ(イネ科)

が、約1年で侵入してきた。大きくなると歩道としては

不向きになろうが、その大きさに留まれるならばブロッ

クの緑の縁取りもいい。ブロックのまわりに植物が生

育すると、急激な温度変化や湿度変化を紡ぐことはで

きないだろうか?よくみると隙聞の広いブロックの聞に

はやや大型の植物が侵入している。すなわち隙聞を

変えることで植物成長を制限できるのではないかと考

えた。

すでにブッロックとブロックの聞に隙聞をあえて準備

して、その隙聞にイネ科植物の種子を植えたり、疎開

のある透水性のあるブロックに種子を埋めこむ、グリ

ーンブロックの紙作が知られている(三井物産;グリー

ンブロック・グリーンテクター)。これらは芝生用として

開発されたものであり、芝生管理の新しい工法をめざ

したものである。今回は、都市の歩道にその地場特有

の雑草の復帰をめさず、穴空きブロックを準備する企

画である。すなわち、特別な工事を行わず、歩道に穴

の空いたブロック(6角柱)を敷き詰め、雨水の透過と

自然な雑草の復活空間を準備するところに新しさがあ

る。

ツンドラの永久濠土を低空飛行すると、構造土と

呼ばれる6角状の季節融解のひび割れが見える。そ

の隙聞には帯状の緑が連なる。わずかな季節融解の

具合に応じて植物相がすみ分けているのである。また

乾燥した田んぼや平潟では地表面が6角状にひび割
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れる。ハチの巣も6角状の入り口である。空間を敷き

詰めるには6角状が安定した構造かもしれない。これ

らをふまえブロックの耐久性(角の強度)を加味して6

角柱を基本単位とすることにした。

試作およびモデル化の方法

くモデル化課題の概要>

都会の歩道の整備は充実するほど夏は高温化し、

都市のヒートアイランド化を促進する。また降水は完

備された水路からすばやく逃げ去る。かろうじて残る

街路樹がわずかに憩いや日陰を与えてくれるものの、

日増しにその姿は弱体化している。自然の循環系や

生きものの息吹は日々消えてゆく。ところで、慌ただし

い灼熱の通勤時、足元に「生きた緑が散りばめられた

ら」と考えられた方はおられないだろうか。大型の雑草

ではなく、地域特有のミクロの緑玉文様で足元を彩る

(復元)のが、このプロジェクトのねらいである。雑草や

森林の排除ではなく、ミクログリーン(自然)と人間活

動の共栄を創出する賦みである。環境恒常(温度・湿

度・空気)をめざし、省エネ型の都市市衡をめざす人

聞と自然の共栄活動へと展開したい。

1.用途

(1)主に市街地の歩道にミクロの緑を再生する。

(2)駐車場もすべてがアスファルトやコンクリートであ

る必要はない。

(3)穴をあけることで地中に降水が浸透する。

(4)横断歩道に、生きた黄緑のラインをつくる。

(5)河川沿い歩道・土手・水路底に、小型植物を呼び

戻す。

(6)水力ダムや土石流れダムにも緑(コケ)が定着で

きるような隙聞を殴ける。

2.期待される効果

(1 )期待される新産業の分野

O 敷石ブロックの開発と生産(歩道・買1/面・水路

底)、

O 都市環境の恒常性(電力の省エネ)、脱ダムと

山岳環境の再生(環境事業増加)

O 地下浸透による地下水の循環計測業者、自然

再生土木プロジェクト業者、廃品利用産業

O 多様な石畳の開発と持続的な都市計画産業

(老人力を発掃できる精密な作業)の創出

(2)経済的な効果

敷石ブロック製作・設置のための人件費、

都市緑化による省エネルギー(低電力消費)を自然

回復資金として活用、

敷石製造業者、廃棄物からの敷右の開発と生産。

緑(生物多様性)創出維持税の導入への基礎研究

(3)社会的な効果

都会で緑の歩道をあるく(健康)。急激な温度上昇を

防ぐ(省エネ)。

降水を地下へ浸透させる(地下水保持)。

緑に親しむ(老人と子供の語らいの場としてに草むし

り作業)(緑化教育)。

モデル化課題の内容

(1 )コンセプトの新規性

これまで、人間活動の利便さを追求し、自然環境

(植物の繁る)からの離脱をめざした都市開発がなさ

れた。都会の市街地はみごとに整備され、安全に歩

行できるピル衝ができあがり、エアコンによる室肉の

温度管理も徹底した。一方でその熱は外気となりヒー

トアイランドをうみだす、極端なエネルギー消費都市

へと変貌した。

この研究と実践では、人工的な市街空間になかに、

小型植物をもう一度呼び戻すミクロ空間を再配置する

ものである。すなわち小型植物の復元カを用いて、温

暖化を防ぎ降水を地下にもどし、省エネルギー都市を

再生することにある。

(2)コンセプトの効果(新産業創出の期待)

市街地の気温が数度下がれば、電力消費lま数%

減るはずである。太陽エネルギーを植物に分配し、植

物によって温度変動をおさえる、間接的(本来は自然

森林が行ってきた)な、無料のエアコンを復元すること

になる。これまでの市街化に要したエネルギーをわず
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かな修正によって、植物の蒸散能力および地下水の

保持によって地温上昇を押さえることができょう。これ

を実現するには大型機械による作業ではなく、きめの

細かい人かい作業が増える。過去に建股されたタム

や大型河川工事にも微妙な修正を加える作業が増え

る。

都市計画への基礎生物学からの参画である。歩道

整備の人材が大量に必要である。おそらく環境税の

導入はこばめないだろう。緑(植物保有量)および植

物多様性(種密度)の両側面からの環境間接税が必

要となろう。 自然再生計画の土木事業の開始。植え

るのではなく、自然に植物が再生できる空間を人工的

につくるのである。

(3)モデル化の肉容

A:小型植物の生育する空間(穴の大きさ)を決定。

B:小型植物が生宵持続する穴の配列を決定。

C:南北(温度的)および東西(降水量や冬季積雪)

では泰平、適切な穴のサイズが違うであろう。

(4)モデル化の具体的な目標

日本各地において、都市に生える植物の種類や大

きさは違う。穴だけをあけて自然に塵が醤積し、その

穴に自然に生えてくる地峨特異的な植物生育を待つ。

おそらく穴の大きさは気候帯によって違うと予想され

る。地域の環境測定も同時に必要になろう。降水量・

植物種・成長速度など。

植樹ではなく、人聞の活動領減でも植物が自然生育

できる場所の創出がテーマである。都市気候の恒常

性と、地球温暖化防止の小さな活動である。

(5) コンセプトと研究成果(特許)の関係

植物を生やす穴のサイズ、敷石の厚さ、耐久性、

環境恒常性の測定、歩く快適さ、空気の清浄化、地中

への水分浸透量などの具体的な資料を提供。一番の

困難は、敷石を引き作業である。個人のポランテアだ

けでは進められない。大量の作業員が必要となる。公

的機関の後押しがまず必要である。さらにその効果

の科学的な裏付けが必要となる。 足元の緑が‘大地

に炭素を蓄積し、地域の保水を促し、水路の底にも丸

い穴をあける。

①モデル化の内容

・適切な植物生育のための、敷石の穴サイズと

配置の決定(植生追跡)モデル

・環境計測値(温・湿度)の恒常性・敷石強度・

歩きやすさの総合評価モデル

・種蒔実験によるよ記の予備モデル作成

②モデル化の目標

・気候条件(日本各地)にあわせた敷右ブロック

の穴サイズと配置のシミュレーション

・植物種(各地の植物相)にあわせた穴サイズの

シミュレーション

・作業効率をめざすブロックや敷石のサイズのシ

ミュレーション

6 モデル化で利用可能な主な既存股備

(1)いくつかの環境測定データロガ(理学)

(2)鼠作の敷石ブロック・温室(理学部)

(3)敷石作成作業場・運搬貨物自動車(ヤマウラ)

①モデル化の内容

0適切な植物生育のための、敷石の穴サイズと

配置の決定〈植生追跡)モデル

0環境計測値(温・湿度)の恒常性・敷石強度・

歩きやすさの総合評価モデル

0種蒔実験によるよ飽の予備モデル作成

②モデル化の目標

0気候条件(日本各地)にあわせた敷石ブロック

の穴サイズと配置のシミュレーション

0植物種(各地の植物相)にあわせた穴サイズの

シミュレーション

0作業効率をめざすブロックや敷石のサイズのシ

ミュレーシヨン

実施の方法

権 6角柱のコンクリートブロック(底面 100cm2X

高さ 5cm)を作成する(数個鼠作ずみ)。

*この場合、穴のない対象実験区といろんなサイ

ズの穴をもっコンクリートブロックを作成する。穴

の直径は 5-8・10・13・18・20・25mm。
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本種穴あきブロックを各 100個作成する。そのう

ち半分(50個)について植物(イネ科・ナデシコ

科)の種子をましその成長段階を追跡する。ま

た残りを屋外駐車場所に配置し、侵入植物の記

録を行う。帰化植物の大侵入が懸念される。

*実験場所は信州大学理学部駐車場および苗

場である。

事実験区の微気象測定を継続的に行う。

本対照区と穴明き区の植物成長に応じた微気象

を比較する。

*ブロックの強度試験を行う。

ホきやすさの検肘を行う。アンケートと疲労度(代

謝量)の測定。

*焼却灰・アスフアルトの再利用へとやがて展

開したい。

ホ歩行実験・自動車移動実験から、歩きやすさ・

ブロックの強度を検討する。

*省エネ・都市温度上昇(ヒートアイランド)の

低減。環境測定は理学が行う。

議論と展望

1990年からこの10年ほど、ツンドラ・カムチャッカお

よび信州の里山や山岳で棟高に応じた植物局所多様

性の踊査を継続してきた。寒帯・温帯から熱帯地域の

草原において、狭い場所の植物の種密度(確認種数)

や出現頻度(被い度)を記録してきた。ツンドラでは地

表面を覆う小型の寒地植物が美しく、歩きやすい大地

が広がっていた(佐藤、 2000)。本来森林帯である日

本において、芝生やゴクフ場の維持には膨大な予算

がともなう。一方、人間活動による市街化や都市歩道

では植生が排除されているのが現状である。都市空

間、とりわけ歩道への微細な穴は、自然雑箪への生

重量盟主重畳することになろう。植物(緑)の排斥では

なく、自然な局所植物多織性空間を準備することは、

新しい自然再生へのパラダイムを開くであろう。現在
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の温暖湿潤な自本ならは、都会でも植物再生能力は

まだ充分にあろう。歩道の利用率が高いほど、小型植

物の永続的植生が保たれるはずである。

敷つめたコンクリートブロックの隙聞にイネ科やナ

デシコ科(ツメクサ属)やコケがはえている事に気が

ついた。歩行には邪魔でなく、わずかな緑が心地よい。

また、穴の配列や形にバリエーションが可能である。

トランプの文様や‘ QlI.口も作成できる。足元もささ

やかな緑の文様『ささやきの理路Jは都会で活躍する

人々の心を癒してくれると信じたい。
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試験地付近の一般的気象観測装置

試験地A

地温x4ch

気温x1ch

土壊水分x1ch

放射収支x1ch

熱流計x1ch

(左と同様)

図1.測定機器配置と測定項目の概略

5.....20mm 

穴の貫通がポイント

針金または空き缶のクズ鉄・

アルミを骨格として再利用
ブロック材質はコンクリート

または各種焼却灰・

焼き物へと発展可

図2.敷右ブロックの形状と構造(左)および試作品配列の例(右)

風向き・風速

気温oiH度・雨量・日射

地温・放射収支・熱流


